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論　文　要　旨

　剣頭文軒平瓦は、平安時代の後期から鎌倉時代にかけてみら

れる軒平瓦の一種である。大和地域では、薬師寺を中心とする

大和盆地西部地域で確認できる一方、東大寺および興福寺では

確認されてこなかった。このような状況の中、東大寺の子院の

１つである龍松院の発掘調査において、剣頭文・巴文軒平瓦が

2 点出土した。本稿では、全国の剣頭文軒平瓦を概観すること

で、この剣頭文・巴文軒平瓦の位置づけおよび、東大寺から剣

頭文軒平瓦が出現したことの意味について検討する。

　まず、製作技法から、龍松院出土の剣頭文・巴文軒平瓦は

1251 〜 1260 年頃に製作されたものとみられた。また、最も

文様構成が類似した剣頭文・巴文軒平瓦は、橘寺と薬師寺で確

認することができた。橘寺と東大寺の直接の関係性は薄いもの

の、橘寺が醍醐寺の末寺であった時期があることから、醍醐寺

と東大寺の強い結びつきの中で類似する軒平瓦が使用された可

能性がある。かつては、中世の大和地域で大きな影響力を保持

していたのは興福寺であり、東大寺は対抗できなかったという

意見もあったが、今回の発掘調査で東大寺もまた瓦生産におい

て他の南都寺院と関係を持っていたことが明らかになった。

目　次

論　文　要　旨
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東大寺龍松院出土の剣頭文・巴文軒平瓦について

Ⅰ．はじめに

　剣頭文軒平瓦は、平安時代後期から鎌倉時代にかけてみ

られる軒平瓦の一種で、鎌倉を中心に東北地方の平泉から

九州地方の大宰府までのほぼ全国で確認されている。奈良

県内では、薬師寺や法隆寺を中心とした大和盆地西部地域

の寺院で出土している。その一方で、東部地域の東大寺お

よび興福寺から出土した事例はこれまで多く報告されてこ

なかった（佐川 1995）。

　しかしながら、2020 年度に東大寺子院の龍松院で実

施した発掘調査（史跡東大寺旧境内第 184 次） にて、

剣頭文・巴文軒平瓦が 2 点出土した（藤元 2021）。本

稿では、この２点の軒平瓦について、中世の軒平瓦全体

における位置づけ、さらに剣頭文軒平瓦が東大寺でも確

認されたことの意義について考察する。

Ⅱ．龍松院出土の軒平瓦について

　龍松院は、東大寺講堂跡から北東へ 200 ｍほどの丘

陵南裾に位置する。1540（天文 9）年に当該地に大喜

院が開かれて以降、1762（宝暦 12）年の火事による焼失・

再建を経て東大寺の子院として存在している。今回の調

査では中世以前とみられる礎石建物と、中世の溝が確認

された。遺構に伴う遺物は見つからなかったが、遺構面

を覆う層からは多数の遺物が発見された（藤元 2021）。

　剣頭文・巴文軒平瓦は、礎石建物を直接覆う遺物包含

層から 2 点出土した（図１）。瓦当文様をみると、上外

区に珠文が 25 個配されている。内区では、中央と左右

両端に左巻き三つ巴文が配されており、その間を下向き

の剣頭文がそれぞれ 6 個施されている。表現技法は陽

刻である。断面の観察から、顎貼り付け技法で製作され

たことが確認できる。また、平瓦部凸面から顎部へ移行

する部分に明瞭な段がみられる。瓦当の裏面は、タテケ

ズリの痕跡もみられるが、基本はヨコナデである。以上

のように、山崎信二氏が中世の軒平瓦の特徴としてあげ

た製作技法（図２）がみられる（山崎 2000）。２点の

文様および製作技法は極めて近似しており同じ工房で製

作された可能性も考えられるが、范傷等が確認できない

ため同范関係は明らかにできなかった。同じ層からは、

土師器、須恵器、瓦器が出土した。土器の特徴は、13

世紀中葉〜 14 世紀初頭のものと考えられる（森下・立

石 1986）。

Ⅲ．剣頭文軒平瓦について

　中世瓦については、山崎信二氏がこれまでの研究史

をまとめつつ、全国の瓦を集成・検討しており（山崎

2000）、中世瓦の研究における 1 つの到達点となってい

る（中世瓦研究会編 2019）。この章では、主にこの山

崎氏の論考を参考にしながら、現時点における剣頭文軒

平瓦の事例について報告したい。

（１） 大和地域における剣頭文軒平瓦について（図３）

　大和地域における剣頭文軒平瓦の出土事例は、薬師寺

を中心に確認できる（奈良国立文化財研究所 1987）。平

安時代末以降の時期にみられる軒平瓦としては、７種の

型式（293 〜 299）が報告されている。このうち、293

型式は平安時代末のものと考えられ、大安寺、額安寺、

法隆寺で同范品が採集されている。294 〜 299 型式は

鎌倉時代のものとみられる。陰刻技法で文様が施され、

折り曲げ技法で整形されていることから、294 〜 297

型式が中世Ⅱ期前半（1210 〜 1243 年）、陽刻技法かつ

1

2

図１　東大寺龍松院出土の剣頭文・巴文軒平瓦（S=1/4）　 （藤元 2021 より転載）
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顎貼り付け技法の 298 型式がⅡ期末（1251 〜 1260 年）

と考えられる（山崎 2000）。297 型式は唐招提寺、298

型式は秋篠寺、法起寺、法隆寺、299 型式は唐招提寺、

にそれぞれ同范例がある。また、294 〜 298 型式では、

平瓦部凸面から顎部へ移行する部分の両隅に台によって

押圧された痕跡が共通して認められる。

　法隆寺では、204 型式Ｃ（薬師寺の 298 型式と同范）

の出土例が最も多く、さらに上向きの剣頭文が施文され

ている 204 型式Ｂも数は少ないが出土している。204

型式Ｃの製作技法について、佐川正敏氏は鎌倉時代前期

にみられる顎貼り付け技法と後期になって出現する瓦当

貼り付け技法の両方がみられ、1250 〜 1260 年代頃以

降のものと考えられるとしている。その上で、1261（弘

長元）年の後嵯峨上皇の南都行幸に先立つ整備で使用

されたと推定している（佐川 1995）。一方、204 型式 B

は法隆寺のほかに、松尾寺および法起寺でも確認されて

いる（奈良県教育委員会文化財保存課編 1955、前園・

関川 1976）。

（２） 他地域における剣頭文軒平瓦について

　大和地域以外の畿内に目を向けてみると、京都にお

いて京都産の軒平瓦に剣頭文がみられる（図４）。Ⅰ期

（1180 〜 1210 年）からⅡ期にかけてみられるものであ

り、陰刻技法で表現され、折り曲げ技法で製作されてい

る。また、Ⅱ期末の大和産とみられる蓮華王院出土の瓦

には、法隆寺および薬師寺と同范である陽刻技法の剣頭

文軒平瓦がみられる。断面からは顎貼り付け技法と考え

られる。和泉地域または京都で出土した和泉産の軒平瓦

軒平瓦瓦当部裏面の凹型台の圧痕

顎部瓦当部裏面の調整技法

軒平瓦瓦当部の接合方法

図２　軒平瓦の製作技法（山崎 2000 より転載）
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には、剣頭文が確認できない（山崎 2000）。河内地域では、

京都産と考えられる剣頭文軒平瓦が宮町遺跡、倉治廃安

養寺で確認されている。

　関東地方に目を向けてみると、鎌倉は日本で最も剣頭

文軒瓦が確認できる地域である（図５）。Ⅰ期において

は、主に鶴岡八幡宮で確認されている。この時期の剣頭

文は、総じて陰刻技法によって施文され、折り曲げ技法

および顎貼り付け技法によって製作されている。Ⅱ期

後半（1243 〜 1260 年）以降になると永福寺、建長寺、

称名寺で確認される。下向き剣頭文で表現技法が陽刻に

変化し、顎貼り付け技法または折り曲げ技法で製作され

ている。Ⅲ期（1260 〜 1300 年）になると、鎌倉極楽

寺、永福寺、称名寺などでみられる。剣頭文の向きが上

向きのものが出現し、瓦当貼り付け技法に変化してい

く。Ⅳ期（1300 〜 1333 年）では、金沢文庫遺跡で出

土した上向き剣頭文で中央近くに菊花文の押印された事

例などが確認できるが、1315 年以降衰退していく（山

崎 2000）。 鎌倉周辺地域でも、 武蔵、 常陸、 上野、 下

野などで剣頭文軒平瓦が確認されている。地域ごとの特

徴はあるものの、中世Ⅰ期〜Ⅲ期においてみられ、概ね

鎌倉と同じ変遷をたどる（山崎 2000）。

　東北地方では、平泉中尊寺および柳之御所遺跡などで

12 世紀後半の事例が確認されている。陰刻技法で表現

されており、上外区に珠文が施文されている。九州では、

大宰府の安楽寺および観世音寺を中心に、12 世紀から

13 世紀にかけて確認されている（図６）（栗原 1989）。

剣頭文単独ではなく、珠文、文字文、巴文と併用して施

文されており、折り曲げ技法および顎貼り付け技法で製

作されている（山崎 2000）。

図３　大和地域出土の剣頭文軒平瓦 (S=1/5)（上７点：薬師寺、下２点：法隆寺）

※　数字は型式名

293

297

298

294

295

296

299

薬師寺：奈良国立文化財研究所 1987 より転載　法隆寺：山崎 2000 より転載

204C

204B
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Ⅰ期   
   1　平安宮真言院
   2 ～ 4　尊勝寺
   5　円勝寺
   6 ～ 8　京大医学部構内
   9　六波羅密事

Ⅱ期

図４　京都出土の剣頭文軒平瓦 (S=1/5)（山崎 2000 より転載）
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Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期前半 Ⅲ期中頃～後半

Ⅳ期

Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期前半
　1～ 3・11 ～ 12：Ⅰ期　4～ 6・13 ～ 15：Ⅱ期後半
　7・8・16：Ⅱ期末　 9・10・17 ～ 21：Ⅲ期前半

　1・2・10・11・12・18：鶴岡八幡宮　　3～ 5：永福寺
　6・15：建長寺　　7・8・16：称名寺　
　9・17・19・21：鎌倉極楽寺　　13・14：水殿瓦窯　
　20：横浜国立大学附属小中学校

Ⅲ期中頃～後半
　1～ 6・12 ～ 15：Ⅲ期中頃　7～ 11・16 ～ 19：Ⅲ期後半

　1・2・9・13・19：永福寺　3・7・8・14 ～ 16：鎌倉極楽寺
　4：横浜国立大学附属小中学校　5・6・10・18：金沢文庫遺跡
　11・12・17：称名寺

Ⅳ期
　1～ 4・9～ 11：金沢文庫遺跡　5～ 7：永福寺　8：鎌倉極楽寺

図５　鎌倉出土の剣頭文軒平瓦 (S=1/8)（山崎 2000 より転載）
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図６　大宰府出土の剣頭文軒平瓦 (S=1/6)
　　　（山崎 2000 より転載）

５・７は安楽寺、その他は観世音寺
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鎌倉 大宰府

1・2：称名寺　3・4：永福寺　5・6：鎌倉極楽寺 1・2：観世音寺　3～ 6・8：安楽寺　7：武蔵寺

図７　畿内以外の地域出土の剣頭文・巴文軒瓦 (S=1/6)（山崎 2000 より転載）
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（３） 剣頭文・巴文軒平瓦について

　剣頭文・巴文軒平瓦の事例もまた、全国で確認でき

る。この組合せが最も多く確認できるのは鎌倉と大宰府

である（図７）。鎌倉ではⅢ期中頃（1275 〜 1287 年）

に、永福寺などで上向きの剣頭文と巴文が施文された事

例が確認されている（山崎 2000）。大宰府では安楽寺

および観世音寺を中心にみられるほか、幅広の剣頭文内

に巴文が施文されているように見える軒平瓦（山崎氏は

巴文軒平瓦と呼称）が確認できる。その他、平泉の柳之

御所遺跡からも剣頭文・巴文軒平瓦が出土している（山

崎 2000）。

　畿内においては、星野猷二氏が石清水八幡宮境内で採

取した資料がある（図８）。平安時代後期のものとみら

れ、２種類の范があることが確認されている。Ａ種は上

外区の珠文が密で、両端の剣頭文は他と同じ大きさであ

る。Ｂ種は上外区の珠文数がＡ種より少なく、両端の剣

頭文が他より小さい。星野氏は、これらの瓦を大和産と

考えていたが、酷似した文様の軒平瓦が 1999 年に薬師

寺の調査で出土した。ただし、胎土が石清水八幡宮出土

例と同一であるかどうか不明であり、また平安京内や大

阪府枚方市楠葉の久修園院から同范の瓦が出土してい

る。このことから、石清水八幡宮周辺に産地がある可能

性も残されている（山崎 2000）。

　このほか、橘寺から３点の剣頭文・巴文軒平瓦が出土

したことが報告されている（図９－１〜３）。いずれも

陽刻技法で施文されており、中央と両端に巴文が施文さ

れ、その間を下向きの剣頭文で充填している。断面が確

認できる事例からは、顎貼り付け技法で製作されたこと

が確認できる。

　さらに、興福寺旧境内の発掘調査でも剣頭文・巴文軒

1

2

3 4

5

6 7

8

9

10

11

12 13

図８　畿内出土の剣頭文・巴文軒平瓦 (S=1/4)（山崎 2000 より転載）

１・２・3・4・６・7・８・９：石清水八幡宮　５・12・13：大和薬師寺　10：平安京左京三条三坊十一町　11：久修園院
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平瓦の破片が出土した（図９－４）。図面を見ると、簡

略化された上向きの剣頭文が配され、中央に右巻き三巴

紋が施されている。剣頭文の向きが上向きであることか

ら、Ⅳ期（1300 〜 1333 年）の頃のものと考えられる。

　

Ⅳ．瓦の検討

　この章では、龍松院出土の剣頭文・巴文軒平瓦につい

て、瓦そのものの検討と、前章で文様の構成が酷似して

いた他の遺跡出土の剣頭文・巴文軒平瓦との比較検討を

とおして、龍松院出土軒平瓦の時期、製作地および成立

経緯について考察する。

（１） 龍松院出土軒平瓦の製作時期について

　先述したとおり、今回の発掘調査で出土した剣頭文・

巴文軒平瓦は、瓦当文様が陽刻技法で施文されており、

（写真１・４）顎貼り付け技法によって製作されている

（写真２・５）。表現技法が陰刻から陽刻に変化する時期

は大和地域ではⅡ期末、鎌倉ではⅡ期後半である。また、

薬師寺では同じ陽刻の 298 型式になり、顎貼り付け技

法がよくみられるようになる。同じ層から出土した土器

類の時期とも差異が無いこともあり、龍松院出土の剣頭

文・巴文軒平瓦は山崎編年のⅡ期末（1251 〜 1260 年）

のいずれかに該当すると考えられる。

（２） 薬師寺出土剣頭文・巴文軒平瓦との比較検討

　薬師寺からは、剣頭文・巴文軒平瓦が２点確認されて

いる（山崎 2000）。表現技法が陰刻であり、巴文が中

央に 1 つしか無いなど細かな違いがあるが、左巻き三

つ巴文であること、上外区しかなく、珠文が施文されて

いることなど、文様構成はほぼ一致している。

　また、薬師寺出土の瓦は瓦当面にむけてほぼ段がな

く、直線顎もしくはⅢ類の曲線顎であることから、平安

時代後期（12 世紀頃）とみられる（小池ほか 1992、山

崎 2003）。胎土は白色砂粒を含んでおり、龍松院出土

の剣頭文・巴文軒平瓦と共通している（写真７〜 10）。

　また、巴文がない剣頭文軒平瓦のうち、298 型式の瓦

の中には、白色砂粒を含んでいるものがある。さらに、

断面の観察から顎貼り付け技法で製作されていることも

確認できた（写真 11・12）。これらは、龍松院出土の

剣頭文・巴文軒平瓦にもみられる特徴であり、同じ技法

で製作されたと考えることができる。

　以上の特徴から、龍松院で出土した剣頭文・巴文軒平

瓦は、薬師寺出土の剣頭文軒平瓦の系譜に連なる可能性

が考えられる。

（３） 橘寺出土剣頭文・巴文軒平瓦との比較検討

　橘寺から出土した 3 点の剣頭文・巴文軒平瓦は、こ

れまで確認してきた瓦の中で最も龍松院出土軒平瓦に瓦

当文様が酷似している。また、橘寺出土の瓦のうち橿原

考古学研究所で保管している 1 点（図９－２）と龍松

院出土の瓦を検討した（写真 13・14）。まず、断面を

中心に観察した結果、白色砂粒および混和物の分量や大

きさが同じことから、類似する胎土で製作されたと考え

られる。また、橘寺出土の瓦の方が、外区が突出してお

り、幅も広い。その一方、龍松院の瓦にみられた凹型台

の圧痕は、橘寺出土の瓦では確認できない。また、橘寺

１

２

３

図９　大和地域出土の剣頭文・巴文軒平瓦 (S=1/4)

４

１～３ ： 橘寺　４ ： 興福寺旧境内

（１ ： 石田 1936　２ ： 橿考研 1999　
３ ： 山崎 2000　４ ： 前園 ・関川 1978）
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写真１　龍松院出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当面（１） 写真２　龍松院出土剣頭文・巴文軒平瓦 断面（１）

写真３　龍松院出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当部裏面（１） 写真４　龍松院出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当面（２）

写真５　龍松院出土剣頭文・巴文軒平瓦 断面（２） 写真６　龍松院出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当部裏面（２）

出土の瓦では巴文に圏線がみられるなどの違いがある。

以上の観察結果から、東大寺龍松院の剣頭文・巴文軒平

瓦と橘寺出土のそれとは、龍松院出土のものが古く、橘

寺出土のものが新しいとみられる。類似する胎土から同

じ工房で製作された可能性もあるが、細かな文様や製作

技法に違いがあり、断定できない。

　上記のように、龍松院出土の瓦と橘寺出土の瓦は、大

きな文様構成が共通するものの、一方で製作技法の相違

が見られる。では、東大寺と橘寺との間にどのような関

係性があるのだろうか。文献上の記録によれば、東大寺

と橘寺との直接の関係は奈良時代にしかない。善心尼が

造東大寺司に経典の貸与を行った記述がみられ、橘寺と

造東大寺司との間に関係のあることが窺える。一方で、

承暦年間（1077 〜 1081 年）に橘寺が法隆寺の末寺か

ら醍醐寺の末寺に移管された記録がある（奈良県立橿

原考古学研究所 1999）。また、過去の橘寺の調査では、

東大寺および京都の栢社遺跡（史跡醍醐寺境内）などで

も確認された、中世の唐草文軒平瓦が出土している（奈

良国立文化財研究所 1995）。

　東大寺と醍醐寺とは、醍醐寺の開山である聖宝僧正が
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写真７　薬師寺出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当面（１） 写真８　薬師寺出土剣頭文・巴文軒平瓦 断面（１）

写真９　薬師寺出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当面（２） 写真 10　薬師寺出土剣頭文・巴文軒平瓦 断面（２）

写真 11　薬師寺出土 298 型式剣頭文・軒平瓦 瓦当面（３） 写真 12　薬師寺出土 298 型式剣頭文・軒平瓦 断面（３）

写真 13　橘寺出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当面 写真 14　橘寺出土剣頭文・巴文軒平瓦 瓦当部裏面
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東大寺東南院の住職であり、また東大寺の復興に大きく

携わった重源上人が元々上醍醐の僧であるなど、強い結

びつきを持っている（堀池 2004）。このことから、橘

寺と東大寺もある程度の関係を持ち、同様の瓦当文様を

共有する関係となった可能性が考えられる。

（４） 龍松院出土軒平瓦の製作地について

　龍松院出土剣頭文・巴文軒平瓦の瓦当文様の成立経緯

については、大和地域内での成立の可能性が指摘でき

る。先述したとおり、龍松院出土の軒平瓦は薬師寺出土

の陰刻剣頭文・巴文軒平瓦に関連するものと考えること

ができる。ゆえに、星野氏および山崎氏の指摘どおり、

石清水八幡宮および薬師寺の確認例が大和産であるなら

ば、龍松院のものも大和産と考えることが可能であろう

（山崎 2000）。また、薬師寺から出土した中世の瓦には、

巴文軒平瓦も存在する（奈良国立文化財研究所 1987）。

軒平瓦の瓦当文様として、剣頭文と巴文を採用しようと

する下地は、大和地域内では薬師寺に関連する瓦窯で形

成されたと考えられる。

　一方、橘寺では鎌倉時代の瓦窯も確認されている（奈

良県立橿原考古学研究所 1999）。 橘寺出土の剣頭文・

巴文軒平瓦と胎土が類似していることから、龍松院で出

土した軒平瓦は、橘寺瓦窯で製作されたと考えることが

できるかもしれない。ただし、文様や製作技法の違いも

確認できるため、断言することはできない。

　大和地域の古代に剣頭文軒平瓦がみられないことか

ら、剣頭文自体は他地域からの影響を受けて大和でも

製作されるようになったと研究史では指摘がある（佐

川 1995、山崎 2000）。当時最も剣頭文軒平瓦を製作し

たのは鎌倉であることから、山崎氏は鎌倉の影響を受け

て京都や大和でも剣頭文軒平瓦が出現したとし、幕府の

推挙を受けて後嵯峨天皇が即位したことが、何らかの影

響を与えたのではないかと推測している。ただし、先述

した薬師寺出土の剣頭文・巴文軒平瓦の存在から、それ

以前に剣頭文が大和に流入していたことが明らかになっ

た。一方、大宰府でも剣頭文・巴文軒平瓦が盛行し、剣

頭文・文字文軒平瓦には東大寺の影響を受けたとされる

ものがある（山崎 2000）。以上の点から、剣頭文・巴

文軒平瓦が九州の影響を受けて誕生した可能性も考えら

れる。ただし、本州と九州の瓦製作技法の変遷は一致せ

ず、時期的対応関係を考慮することは難しいという指摘

もあり（山崎 2000）、断定することは難しい。

Ⅴ．おわりに

　史跡東大寺旧境内第 184 次調査で出土した剣頭文・

巴文軒平瓦について、大和および全国の事例との比較検

討を通して、平安時代後期の薬師寺出土例および橘寺出

土例と類似性があることを明らかにし、両寺院の関係性

を指摘した。これまでの瓦の出土状況から、中世の大和

地域で大きな影響力を保持していたのは興福寺であり、

東大寺は対抗できなかったとした森郁夫氏の指摘がある

（法隆寺編 2018）。しかしながら、今回龍松院から剣頭文・

巴文軒平瓦が出土したことで、東大寺もまた、瓦生産に

おいて他の南都寺院と関係を持っていたことが明らかに

なった。
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